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【国立病院機構弘前病院の基本情報】 

 

医療機関名：独立行政法人国立病院機構弘前病院 

 

開設主体：独立行政法人国立病院機構 

 

所在地：青森県弘前市大字富野町１番地 

 

 

許可病床数：３４２床 

（病床の種別）一般：３４２床 

 

（病床機能別）急性期：３４２床 

 

 

稼働病床数：３４２床 

（病床の種別）一般：３４２床 

 

（病床機能別）急性期：３４２床 

 

 

診療科目：循環器内科、精神科、呼吸器科、消化器・血液内科、小児科、外科、乳腺外科、 

     整形外科、脳神経外科、皮膚科、泌尿器科、産婦人科、眼科、耳鼻咽喉科、 

     リハビリテーション科、放射線科、歯科、麻酔科    

 

職員数：４４１名（平成２９年８月１日現在） 

 ・ 医師：５２名 

 ・ 看護職員：２３３名 

 ・ 専門職：９９名 

 ・ 事務職員：５７名 
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【１．現状と課題】 青森県地域医療構想ホームページより抜粋 

 

①  構想区域の現状 

 

＜津軽地域における人口推計＞ 

 

➢ 津軽地域の人口は、平成22年（2010年）から平成37年（2025年）までに、約5万人減少し、 

75歳以上人口の割合は20％に達する見込み。 

 

 
 

 
 

＜津軽地域における入院患者数推計＞ 

 

 
 

 

 
 

 

人口推計 2010年 2015年 2020年 2025年 2030年 2035年 2040年

0～64歳 224,319 202,530 183,744 167,842 152,947 139,556 125,523

65歳～74歳 38,877 42,350 44,095 38,905 35,284 32,922 31,972

75歳以上 42,140 45,568 47,073 51,676 53,580 52,807 51,137

合計 305,336 290,448 274,912 258,423 241,811 225,285 208,632

入院患者数の推計 2010年 2015年 2020年 2025年 2030年 2035年 2040年

0～64歳 1,097 920 785 686 604 536 464

65歳～74歳 595 620 611 512 445 401 379

75歳以上 1,510 1,566 1,539 1,623 1,626 1,556 1,471

総計 3,202 3,107 2,936 2,820 2,675 2,493 2,313
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＜津軽地域における外来患者数推計＞ 

 

 
 

 
 

＜医療提供体制の現状＞ 青森県地域医療構想ホームページより抜粋 

 

➢ 病院及び一般診療所数、病床数（人口10万対）は、いずれも全国平均を上回っており、 

特に一般診療所の病床数が県内で最も多い地域である。 

 

 
 

 

外来患者数の推計 2015年 2020年 2025年 2030年 2035年 2040年

0～64歳 8,448 7,644 7,012 6,432 5,908 5,319

65歳～74歳 3,680 3,830 3,382 3,067 2,860 2,775

75歳以上 4,717 4,871 5,352 5,551 5,469 5,296

総計 16,844 16,345 15,746 15,050 14,237 13,391
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＜病院の状況＞ 青森県地域医療構想ホームページより抜粋 

 

➢ 医療施設従事医師数（人口10万対）は、県内唯一、全国平均を上回っている。 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜平成25年（2013年）の医療需要（患者の流出入）＞ 

青森県地域医療構想ホームページより抜粋 
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＜平成37年（2025年）の医療機能別 医療需要（患者の流出入）＞ 

青森県地域医療構想ホームページより抜粋 
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②  構想区域の課題 青森県地域医療構想ホームページより抜粋 

 

➢ 300～200床の中小規模の病院が併存しており、また、一部自治体病院の病床利用率の低 

迷など、再編・ネットワーク化の検討が必要。 

 

➢ 民間病院の医師不足等により、病院群輪番制の参加病院が減少しており、重症以上の傷 

病者の救急搬送に係る病院への受入照会回数が他地域より多くなっているなど、救急医療 

体制を維持することが困難になってきていることから、二次救急医療体制の再構築をする 

必要がある。 

 

③  自施設の現状 

 

＜国立病院機構の理念＞ 

 

 私たち国立病院機構は国民一人ひとりの健康と我が国の医療の向上のために、たゆまぬ意 

識改革を行い、健全な経営のもとに患者の目線に立って懇切丁寧に医療を提供し、質の高い 

臨床研究、教育研修の推進につとめます 

 

＜国立病院機構弘前病院の理念＞ 

 

➢ 基本理念 

生命と人権を尊重し、良質かつ適切な医療を行います 

 

 ➢ 運営方針 

１． 誰でも納得できる十分な説明と理解・同意に基づいた医療を行います 

２． 生命と人としての尊厳を尊重し、安全で安心、そして満足を得る医療を行います 

３． 健全な経営を目指します 

４． 臨床研究や臨床教育、臨床研修、情報発信を担い、地域に根ざした病院を目指し

ます 

５． 医療体制の充実と温もりのある療養環境の整備を行います 

  

 ＜診療実績（平成28年度実績）＞ 

 

 ➢ 届出入院基本料 一般病棟入院基本料 １０対１入院基本料 

           特定入院料 小児入院医療管理料４、新生児特定集中治療室管理料２ 

 

 ➢ 急性期入院医療包括医療制度（ＤＰＣ） Ⅲ群 

 

 ➢ 平均在院日数  １４．５日 

 

 ➢ 病床稼働率   ７７．３％ 

 

 ＜国立病院機構弘前病院の特徴＞ 

 

  当院は青森県津軽地方における基幹医療施設として18診療科を標榜し、一般急性期医療を 

行うとともに、専門医療施設として機能付与された「がん診療」、「成育医療」、「救急医療」 

を担っている。 
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 ➢ がん診療 

入院患者数の約30%を占めており、18診療科による総合診療、化学療法、外科手術、放射線

治療を中心とした医療を提供している。 

 

  ➢ 成育医療 

地方周産期医療拠点病院として母子医療センター、ＮＩＣＵ、ＧＣＵを含めた周産期医 

療に加え、小児医療の提供及び産科と連携して小児母性の救急医療までの高度な医療を提 

供しており、ユニセフ・ＷＨＯ認定「赤ちゃんにやさしい病院」（ＢＦＨ）となっている。 

 

 ➢ 救急医療 

救急告示病院として内科・外科、及び小児科の第二次救急輪番に参加しており、地域の 

救急医療活動を行っている。 

 

➢ その他医療 

 専門外来として女性外来、セカンドオピニオン外来、小児専門（心臓、発達、慢性疾患、 

神経）外来、ストーマ外来、リウマチ外来を行っている。 

 

➢ 地域医療連携 

  地域医療連携室では、かかりつけ医や地域医療機関との連携を密にし、患者中心の医療 

を提供している。平成28年度の紹介率は57.4%、逆紹介率は36.9%。 

 

 

④  自施設の課題 

 

 良質な医療を提供するために病院経営の安定化を図るとともに、これからの少子高齢化に 

よる疾病構造の変化に対応するため、医師確保に取り組んでいく。 

 

 

【２．今後の方針】 ※ １．①～④を踏まえた、具体的な方針について記載 

 

①  地域において今後担うべき役割 

②  今後持つべき病床機能 

③  その他見直すべき点 

 

青森県の地域医療構想の実現に向けて関係者との協議を行っていく。 
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【３．具体的な計画】 ※ ２．①～③を踏まえた具体的な計画について記載 

 

①  ４機能ごとの病床のあり方について 

 

 ＜今後の方針＞ 青森県の地域医療構想の実現に向けて関係者との協議を行っていく。 

 現在 

（平成28年度病床機能報告） 

 将来 

（2025年度） 

高度急性期    

急性期 ３４２  ３４２ 

回復期  →  

慢性期    

（合計） ３４２  ３４２ 

 

 

 ＜年次スケジュール＞ 

 取組内容 到達目標 （参考） 

関連施策等 

2017年度 

 

 

・青森県、弘前市、国立病

院機構、弘前大学との協議

継続 

・具体的な病床整備計画を

策定 

・地域医療構想調整会議におい

て新中核病院の病床の在り方に

関する合意を得る 

・協定締結 

・整備計画策定 

・設計入札 

 

2018年度 

 

 

・青森県、弘前市、国立病

院機構、弘前大学との協議

継続 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

2019～2020

年度 

 

 

 

 

 

 

 

  

2021～2023

年度 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

２
年
間
程
度
で 

集
中
的
な
検
討
を
促
進 

第７期 

介護保険 

事業計画 第

７

次

医

療

計

画 

第８期 

介護保険 

事業計画 
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② 診療科の見直しについて 

 検討の上、見直さない場合には、記載は不要とする。 

 

 ＜今後の方針＞ 

 現在 

（本プラン策定時点） 

 将来 

（2025年度） 

維持 

青森県の地域医療構想の実現に向

けて関係者との協議を行っていく

。 
→ 

 

新設  → 

 

廃止 

 

→  

変更・統合 

 

→ 

 

 

 

④  その他の数値目標について 

 

医療提供に関する項目（統合後） 

・ 病床稼働率：93％ 

・ 手術室稼働率：69％（7室×245日）手術件数年間2,500件 

・ 紹介率：65％ 

・ 逆紹介率：40％ 

経営に関する項目＊ 

・ 人件費率：55％（委託費含む）（統合後） 

・ 医業収益に占める人材育成にかける費用（職員研修費等）の割合：0.04％（現時点） 

  ※国立病院機構本部で負担している研究研修費は含まない。 

 その他： 

 

 

 

＊地域医療介護総合確保基金を活用する可能性がある場合には、記載を必須とする。 

 

【４．その他】 

（自由記載）  


